
「
消
費
税
の
引
き
下
げ
は

私
の
悲
願
」
と
総
選
挙
で
の

高
市
首
相
。
何
か
や
っ
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
多
く

の
国
民
が
一
票
を
託
し
ま
し

た
。あ

れ
か
ら
４
カ
月
「
社
会

保
障
国
民
会
議
」
を
結
成
し

ま
し
た
が
、
一
向
に
具
体
的

内
容
が
出
て
き
ま
せ
ん
。
よ

み
う
り
川
柳
に
「
１
％
待
っ

て
る
間
に
ま
た
値
上
げ
」
と

あ
り
ま
し
た
。
全
く
そ
の
通

り
で
６
月
に
も
１
０
２
３
品

目
が
値
上
げ
さ
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

国
会
論
議
を
し
て
い
る
間

に
も
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖

は
続
き
、
イ
ラ
ン
戦
争
は
収

ま
る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

輸
入
商
品
も
次
々
と
値
上
げ

さ
れ
、
石
油
に
関
す
る
製
品

な
ど
が
滞
り
、
建
築
資
材
も

欠
乏
し
工
事
の
支
障
と
大
幅

な
値
上
げ
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
が
示
す
消
費
税
減
税

案
は
食
料
品
の
み
の
減
税
で

あ
り
、
２
年
間
限
定
と
し
て

い
ま
す
。
税
率
を
０
％
で
な

く
１
％
に
す
る
と
い
う
中
途

半
端
で
、
そ
の
財
源
も
明
確

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

各
党
も
様
々
で
維
新
は
ゼ

ロ
を
貫
く
べ
き
と
言
い
、
中

道
改
革
連
合
は
食
料
品
の
み

ゼ
ロ
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
参

院
の
立
民
は
「
原
則
１
年
間

の
ゼ
ロ
」
。
公
明
は
「
恒
久

的
な
引
き
下
げ
」
と
い
う
あ

り
様
で
「
ゼ
ロ
を
１
％
に
す

る
の
は
ブ
レ
て
い
る
」
な
ど

す
ぐ
に
ま
と
ま
る
状
況
に
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
国
会
論
議
は
、

国
民
が
苦
し
い
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
実
態
に
も
関
わ

ら
ず
不
毛
の
論
議
に
明
け
暮

れ
て
い
ま
す
。
高
市
首
相
も

「
国
民
会
議

で
の
議
論
を

見
守
り
な
が

ら
、
結
論
を

い
た
だ
い
た
ら
次
の
臨
時
国

会
で
税
法
改
正
案
を
出
し
た

い
」
と
い
う
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
消
費
税
は
１
９

８
８
年
12
月
に
竹
下
内
閣
が

導
入
し
当
初
の
３
％
か
ら
５
、

８
、
10
％
と
引
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
４
０
０

兆
円
超
が
納
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
は
導
入
時

か
ら
反
対
を
言
い
、
所
得
の

低
い
人
ほ
ど
負
担
が
多
く
な

る
逆
進
性
の
税
金
で
あ
る
と

主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

年
月
を
経
る
と
率
を
上
げ
る

税
制
で
も
あ
る
こ
と
が
現
実

に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
８
％
と
10
％
の
２

通
り
の
税
率
で
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
（
適
格
請
求
書
）
が

導
入
さ
れ
増
々
複
雑
と
な
り
、

中
小
事
業
者
は
納
税
の
際
に

事
務
に
大
変
な
労
力
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
日

本
共
産
党
が
提
案
し
て
い
る

よ
う
に
全
商
品
を
５
％
に
す

れ
ば
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
解

消
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
１
％

で
は
年
間
約
６
万
円
の
減
税

で
す
が
、
全
商
品
を
５
％
に

す
れ
ば
年
間
約
17
万
円
の
減

税
に
な
り
ま
す
。
精
算
機
の

設
定
も
す
ぐ
に
出
来
る
こ
と

か
ら
「
一
石
三
鳥
」
に
も
な

り
ま
す
。

ま
た
財

源
問
題
で

踏
み
込
め

な
い
と
の

こ
と
で
す

が
、
富
裕

層
な
ど
へ
の
法
人
税
が
年
々

下
げ
ら
れ
今
や
50
％
近
く
減

税
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
げ
た

分
の
半
分
に
戻
せ
ば
財
源
が

生
み
出
せ
る
と
日
本
共
産
党

は
主
張
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
高
市
首
相
の
「
悲

願
」
を
叶
え
る
か
決
断
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
国

民
が
「
何
か
や
っ
て
く
れ
そ

う
」
の
思
い
に
答
え
て
も
ら

い
、
国
民
の
悲
願
を
実
現
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
。

（
し
ら
か
ば
編
集
部
）
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東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年
で
15
年

と
な
り
ま
し
た
▼
２
万
２
千
人
以
上

の
死
者
・
行
方
不
明
者
（
関
連
死
を

含
む
）
が
発
生
。
震
度
の
大
き
さ
と

津
波
の
怖
さ
を
思
い
知
り
ま
し
た
▼

同
時
に
福
島
第
一
原
発
事
故
は
、
炉

心
溶
融
（
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
）
に
至
り

ま
す
▼
そ
の
後
の
政
府
は
「
脱
炭
素
」

を
口
実
に
原
発
の
「
最
大
限
活
用
」

を
掲
げ
、
原
発
だ
の
み
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
経
産

省
は
６
月
５
日
、
原
発
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
２
０
４
０
年
代
に
最
大
５

基
、
２
０
５
０
年
代
に
最
大
14
碁
と

す
る
目
標
値
を
提
示
し
ま
し
た
▼
い

ま
だ
に
廃
炉
処
分
の
め
ど
は
立
た
ず
、

汚
染
水
の
海
洋
放
出
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
原
発
周
辺
は
「
帰
還
困
難

地
域
」
と
な
り
、
後
始
末
は
ま
だ
終

わ
っ
て
い
な
い
の
に
▼
原
発
は
ク
リ
ー

ン
で
安
価
と
宣
伝
し
て
い
ま
す
が
果

た
し
て
そ
の
通
り
で
し
ょ
う
か
。
原

料
は
化
石
燃
料
の
ウ
ラ
ン
で
全
量
が

米
国
か
ら
の
輸
入
、
採
掘
と
加
工
時

に
大
量
の
炭
酸
ガ
ス
を
排
出
し
ま
す
。

単
価
は
１
KWh
当
り
11
円
以
上
で
太
陽

光
発
電
が
８
～
11
円
、
風
力
・
水
力

が
10
円
で
す
▼
ま
た
使
用
し
た
燃
料

の
後
始
末
が
出
来
ず
高
レ
ベ
ル
放
射

能
の
処
理
に
何
万
年
と
か
か
り
ま
す

▼
ひ
と
た
び
電
源
が
喪
失
し
水
冷
機

能
を
失
え
ば
再
び
原
発
事
故
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

（
Ｔ
）

オ
オ
バ
ン

しんぶん
日 刊 ●月３４９７円
日曜版 ●月 ９９０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

日本共産党我孫子市議団の

ホームページのサイトは

https://jcp-abiko.com/

です。

スマホのＱＲ

コードはこち

らから。→

国
民
会
議
の
結
成
の

間
に
進
む
値
上
げ

不
毛
の
論
議
に
明
け

暮
れ
る
国
民
会
議

消
費
税
導
入
当
初
は

税
率
３
％

消
費
税
減
税
の
財
源

は
ど
こ
か
ら
？

栄のお宅のバラ

５
月
31
日
、
恒
例
の
「
春

の
散
策
」
は
江
戸
川
を
超
え

て
、
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
で

有
名
な
葛
飾
柴
又
を
散
策
し

ま
し
た
。

休
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
観
光
客
が
大
勢
。
駅
前
の

寅
さ
ん
と
妹
さ
く
ら
の
銅
像

前
は
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

寅
さ
ん
を
映
画
で
観
た
こ
と

が
な
い
若
者
が
多
か
っ
た
の

は
意
外
で
し
た
。

帝
釈
天
か
ら
寅
さ
ん
記
念

館
、
そ
し
て
江
戸
川
堤
防
ま

で
の
道
の
り
は
長
く
、
ま
た

大
勢
の
観
光
客
で
途
中
見
失

う
人
も
い
ま
し
た
が
、
ス
マ

ホ
の
お
か
げ
で
迷
子
に
な
ら

ず
に
済
み
ま
し
た
。

歩
い
た
あ
と
は
ビ
ー
ル
も

美
味
し
く
ゆ
っ
く
り
食
事
。

「
金
の
●
●
●
」
が
置
い
て

あ
る
土
産
物
店
の
お
ね
え
さ

ん
？
と
仲
良
く
な
っ
た
人
も

い
て
（
暑
か
っ
た
け
ど
）
天

気
に
も
恵
ま
れ
た
散
策
で
し

た
。

（
緑

Ｓ
）

日

帰

り

散

策

報

告
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今
回
は
取
手
宿
の
街
並
み
を

巡
り
ま
す
。
取
手
駅
東
口
を
出

て
南
に
歩
く
と
、
古
い
街
並
み

を
残
す
利
根
川
に
沿
っ
た
旧
水

戸
街
道
に
出
ま
す
。

東
に
進
む
と
長
禅
寺
の
参
道

で
、
参
道
の
西
側
は
大
鹿
村
、

東
側
は
取
手
宿
で
す
。
参
道
入

口
の
漬
物
屋
「
新
六
本
店
」
は

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
創
業
、

隣
の
「
田
中
酒
造
店
」
は
明
暦

元
年
（
１
６
５
５
）
創
業
で
純

米
吟
醸
酒
「
君
萬
代
」
で
知
ら

き
み
ば
ん
だ
い

れ
て
い
ま
す
。
街
道
の
反
対
側

に
は
利
根
川
に
出
る
小
道
が
い

く
つ
も
あ
り
ま
す
。

東
に
進
む
と
「
本
陣
染
野
家
」

そ
め
の

が
あ
り
ま
す
。
金
～
日
曜
日
に

公
開
。
無
料
で
立
派
な
建
物
と

内
部
が
見
学
で
き
ま
す
。

足
を
進
め
る
と
古
い
「
商
家
」

が
残
っ
て
い
ま
す
。

東
に
向
か
い
「
八
坂
神
社
」

の
前
の
道
を
入
る
と
、
「
図
書

館
」
と
「
市
民
会
館
」
が
あ
り
、

土
手
を
上
る
と
「
運
動
公
園
」

の
駐
車
場
の
先
に
は
「
小
堀
の

お
お
ほ
り

渡
し
」
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
初
期
の
取
手
宿
は
こ
の

道
沿
い
に
河
原
の
中
に
つ
く
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
寛
文
６
年

（
１
６
６
６
）
の
利
根
川
の
大

洪
水
で
被
害
を
受
け
た
た
め
現

在
の
街
並
み
に
改
め
ま
し
た
。

足
を
進
め
「
念
仏
院
」
の
先

に
は
、
長
谷
川
伸
の
戯
曲
の

『
一
本
刀
土
俵
入
り
』
の
旅
館

の
モ
デ
ル
「
安
孫
子
屋
」
跡
に

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
「
新
町
屋
」

が
あ
り
ま
す
。

（
栄

関
口
）

参
考
文
献
「
本
陣
染
野
家
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
」

その９５

左：新六本店、右：田中酒造店

図書館

Ｎ

小堀の渡し

古い商家

八坂神社

利根川に続く小道

取手駅

利根川

★小堀の渡し

旧水戸街道 長禅寺

常磐線

★新六本店

★田中酒造

小道★

本陣

★図書館

市民会館

新町屋

商家★

以前の取手宿

念仏院

旧水戸街道

２
０
１
２
年
３
月
。
常
磐
線

特
急
の
新
型
車
両
（
６
５
７
系
）

が
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

新
幹
線
車
両
と
同
じ
ア
ル
ミ

車
体
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
制
御
、

動
揺
防
止
制
御
装
置
な
ど
、
当

時
の
JR
特
急
型
車
両
の
新
鋭
機

能
が
搭
載
さ
れ
ま
し
た
。

車
体
色
は
白
。
窓
下
の
太
い

赤
帯
は
赤
と
い
う
よ
り
「
紅
梅

色
」
、
水
戸
偕
楽
園
の
「
梅
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
高
運

転
台
の
前
面
ス
タ
イ
ル
は
卵
の

よ
う
な
「
丸
顔
」
で
や
わ
ら
か

な
印
象
を
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
ス
ー
パ
ー
ひ
た
ち
」

で
は
い
わ
き
―
仙
台
間
で
利
用

者
が
少
な
く
な
る
こ
と
を
考
慮

し
て
、
７
両
プ
ラ
ス
４
両
（
い

わ
き
―
仙
台
間
は
グ
リ
ー
ン
車

な
し
の
４
両
編
成
）
の
分
割
編

成
で
の
運
転
で
し
た
が
、
新
型

車
両
は
も
と
も
と
上
野
―
い
わ

き
間
に
限
定
し
た
運
用
が
計
画

さ
れ
て
い
た
た
め
、
分
割
な
し

の
10
両
貫
通
（
通
り
抜
け
が
で

き
る
）
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
２
０
１
２
年
３

月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
常
磐
線

特
急
上
り
34
本
・
下
り
37
本
中
、

上
り
14
本
・
下
り
15
本
に
新
型

車
両
（
６
５
７
系
）
が
充
当
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
１
３

年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は

「
ス
ー
パ
ー
ひ
た
ち
」
「
フ
レ
ッ

シ
ュ
ひ
た
ち
」
全
列
車
が
新
型

車
両
（
６
５
７
系
）
で
の
運
転

と
な
り
ま
し
た
。

当
初
計
画
し
て
い
た
い
わ
き

―
仙
台
間
の
特
急
列
車
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
当
該
区

間
が
長
期
に
不
通
区
間
と
な
っ

た
た
め
に
中
止
。
新
し
い
特
急

列
車
の
車
両
に
充
当
さ
れ
る
予

定
だ
っ
た
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ひ
た

ち
」
の
車
両
（
６
５
３
系
）
は

新
潟
―
秋
田
間
の
羽
越
本
線
の

特
急
に
転
用
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
１
９
８
９
年
か
ら

「
ス
ー
パ
ー
ひ
た
ち
」
と
し
て

常
磐
線
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

貢
献
し
た
車
両
（
６
５
１
系
）

は
上
野
―
前
橋
・
万
座
鹿
沢
口

間
の
特
急
に
転
用
さ
れ
ま
し
た

が
、
２
０
２
３
年
に
全
車
が
廃

車
と
な
り
ま
し
た
。（

緑

竹
内
）
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2026年7月6日(月)

～7月18日(土)

11:00am～6:00pm、

日曜日休廊、

最終日5:00pm迄

始弘画廊:千代田
し こ う

線表参道駅B3出

口より徒歩3分

高
橋
祥
子
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
４
人
展
の
お
知
ら
せ
で
す

「
あ
び
バ
ス
」
は
、
現
在
５
コ
ー
ス

（
根
戸
・
台
田
・
栄
・
新
木
・
布
施
）

で
す
。
今
年
９
月
か
ら
路
線
バ
ス
が
廃

止
と
な
る
平
和
台
線
が
新
た
に
「
平
和

台
コ
ー
ス
」
と
し
て
運
行
し
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
と
し
て
市
が
運
営

し
て
い
ま
す
が
、
今
そ
の
必
要
性
が
増

し
て
い
ま
す
。

私
が
住
む
栄
の
あ
び
バ
ス
の
運
行
状

況
は
、
天
王
台
駅
北
口
方
面
は
一
日
７

便
で
約
10
分
で
す
が
、
我
孫
子
駅
北

口
方
向
は
一
日
４
便
で
「
後
田
」
経
由

の
た
め
約
20
分
か
か
り
、
駅
ま
で
歩

い
て
ゆ
く
の
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
状

況
で
す
。

私
が
栄
に
来
た
平
成
に
元
号
が
変
わ

る
頃
は
「
関
東
バ
ス
」
が
頻
繁
に
通
り
、

利
便
性
が
良
く

栄
に
来
た
条
件

の
一
つ
で
し
た
。

高
齢
化
の
現

在
、
便
数
・
路

線
の
変
更
等
を

考
え
て
い
た
だ

い
て
、
市
民
の
役
に
立
つ
「
市
民
バ
ス
」

に
し
て
欲
し
と
思
い
ま
す
。

４５


